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cERL遮蔽体工事の進捗状況

第61回ERL検討会(2012.04.27)
芳賀
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１）放射線遮蔽体工事の現状

・コンクリートブロック総数305体のうち、現在47体が設置済み。
・現在行われている工事は、

A) コンクリートブロックの搬入
B) ブロックを床に固定するためのアンカー設置

（床面が放射化している部分は、
GHを設置しての放射化物加工作業となる。）

C) コンクリートブロックを立てて設置固定
D) ピットの必要部分の穴埋め（配管穴設置）

２）遮蔽体製造工場での検査（4月16日）
ブロックの、密度、強度、寸法、員数の検査
4月16日現在8割のブロックが完成。5月半ばには全数完成予定

３）今後（5月）追加される工事
旧東カウンターホールで使用されていたコンクリートブロックの設置
A) 9000平米からの運搬
B) 吊り用ボルト穴と設置用アンカーの施工

（放射化しているブロックはGH内での作業）
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現在、製造・設置を行っている、
cERL遮蔽体の全体図

総コンクリートブロック数：３０５個
総重量：４８６２トン

20m

64m

5m

床との結合部分

壁部と天井部との結合
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１）遮蔽体工事の現状（本日）
設置済みブロック 47 体
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3月

4月

5月

遮蔽体据付順序
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ピットを埋めてブロック設置

必要な所には、埋めたピットに貫通孔を準備
（冷却水や排水管用）
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遮蔽体の貫通孔を遮蔽材で埋めてみる

放射化している床面への加工作業
（グリーンハウスを設け、
タイベックススーツ着用
移動時には床面のスミア検査実施）
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工場での検査の様子（2011/04/16）
工場では全数305体のうちすでに８割が完成している

密度検査 強度検査

寸法検査 員数検査
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工場内の様子

鉄筋を組む 型枠に入れてコンクリートを流し込む

ストックヤード
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遮蔽体の平面図（ブロック割り）

既設ブロック39個の再利用
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9000m＾2に保管されている古いコンクリートブロック
（一部は放射化している）
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２）遮蔽体完成後に行う工事及び作業類

加速器室内の空調工事
加速器室内の排水系工事
加速器室内の排気系工事
加速器室内の照明・分電盤・火災報知器・酸素濃度計などの取付工事
貫通孔を遮蔽物で埋める作業
インターロック関連機器の取り付け
加速器室内の冷却水系統（A系）の配管敷設作業

→できるだけ「前倒し」で工事を行えるように調整中

以上。


